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広帯域地震計基盤観測網の山崎観測施設が、兵庫県宍栗郡山崎町大沢地区に新設された。科学技術庁(当時)防

災科学技術研究所の御厚意を得て、同坑道内(N35.0859°,E134.4621°,標高 328m)に 3 方向 5 成分の伸縮計を設置し
2000 年 7 月より観測を開始した。1975 年 11 月より断層帯の内部で伸縮変動の観測を継続している山崎断層観測室
(安富町)から北西約 20km に位置し、山崎断層系土万断層東端部より北東へ約 3km 離れた比較的均質な角礫凝灰岩
の坑道である。安富観測坑道との比較から、断層破砕帯の特徴的挙動を抽出することを目指している。 
 
 
1.はじめに 
  広帯域地震計基盤観測網の山崎観測施設が、兵庫県宍栗郡山崎町大沢地区に新設された。科学技術庁(当時)

防災科学技術研究所の御厚意を得て、同坑道内(N35.0859°,E134.4621°,標高 328m)に 3 方向 5 成分の伸縮計を設置
し 2000 年 7 月より観測を開始した。1975 年 11 月より断層帯の内部で伸縮変動の観測を継続している山崎断層観
測室(安富町)から北西約 20km に位置し、山崎断層系土万断層東端部より北東へ約 3km 離れた比較的均質な角礫凝
灰岩の坑道である。安富観測坑道との比較から、断層破砕帯の特徴的挙動を抽出することを目指している。 
 
2.観測手法 
  基準尺にはスーパーインバールパイプ(中空)、変位センサーには差動トランス(Shaevitz 社製、050HR 型)を

用いた。N10°E 方向 15m の基準尺の途中に変位センサーを 3 台、N75°W 方向(5.5m)に 1 台、N125°W 方向(7.1m)に 1
台の、計 3 方向 5 成分の伸縮変化を観測している。10 秒サンプリングデータの 5 分間の平均値、及び 5 分間の最
大値、最小値を記録する方式で、収録は 5分サンプリングとなる。 
 
3.期待される成果 
  安富町の山崎断層観測室は、安富断層の断層帯の内部に位置し、25 年にわたる観測の結果、 
1)断層帯内部でその挙動を計測すると、信号の振幅は大きいがその特性は複雑である 
2)地震活動は地殻のブロック運動に大きく関与すると考えられるが、ブロック運動は断層帯域の挙動の変化と

して大きく反映されるらしい 
などということが分かってきた。地殻活動は断層域で周辺地域と比較して大きく増幅されてあらわれると考え

られるが、その増幅のメカニズムはよく分かっていない。従って、破砕帯領域で観測される大きな変動を、破砕帯
の局地性によるものと広域の応力変化によるものとに分離することはできなかった。 
  大沢観測室は、断層より約 3km 離れた比較的均質な凝灰岩の岩山を掘削した坑道であり、坑道の最奥部以外

は目立った破砕帯もなく、弾性論で説明ができるような歪変動が観測できると期待される。安富町の観測室とは直
線で約 20km 離れているが、ブロック境界としての山崎断層の挙動は双方の観測室にほぼ同様に及ぶと考えると、
それらを比較することによって断層破砕帯の特性に関する新たな情報を得られることが期待される。 
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